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◆活動コメント

活動場所：㈱FフィールDoむすび、ソーシャルファームもぎたて加工場 商品写真「アルファー化米粉（結オリジナル）」

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 社会福祉法人一麦会ソーシャルファームもぎたて 事業所番号 3011700642

住　所 和歌山県紀の川市平野927 管理者名 中原　力哉

電話番号 0736-75-4603 対象年度 2022年度

地域連携活動の概要

連携先企業名 ㈱FフィールDoむすび 担当者名
運営統括責任者

平野　貴代

実施日程：（製造）2022年度　5月×3回、7月×2回、８月×1回、9月×1回、

　　　　　　　　　　　　　　11月×1回、12月×3回、2月×2回、3月×1回

実施した生産活動：生産者の顔がわかる和歌山県のお米を使用した

α化米粉とお菓子開発

従事した実利用者数：５名

　かねてより連携して地域交流を実施してきた和歌山県橋本市にある㈱FフィールDoむすび

さんでは、素材を大事としたグルテンフリーの米粉を使ったパン、お菓子の製造販売をされ

ています。そのむすびさんと私たちの強みとするα化米粉と米パフ菓子で、α化米粉と、お菓

子の開発を一緒に考えました。使用するお米は、契約農家さん（和歌山県産）を使うことに

より、生産者の顔がわかることによる安心感があります。また、黒糖（沖縄県産）だけで

作ったグルテンフリーでノンフライ製法のパフ菓子はアレルギーのある方やお子様にも気軽

に食べていただけます。今では年15回ほど製造加工し、地域の新しい産品づくりに貢献して

います。メリットとして産地にとっては低迷する米消費に新しいアイデアが提供され、また

障碍者の仲間にとっては、自分たちの生産活動によって生まれたお菓子の販売により、自分

の仕事に誇りが生まれます。

商品写真「黒糖ボール（結オリジナル）」 製造風景↓

　今回の活動を通じて、障害のある仲間たちの加工技術を上げることにつながりました。ま

た、自分たちの作った商品が店頭に並ぶことで、働く意欲にもつながります。取引先である

㈱FフィールDoむすびさんとの共同開発で、障害のある仲間たちもやりがいを感じていま

す。製造方法は、地道に試行錯誤を繰り返して今の製造方法を確立してきたので、熱気の多

い作業環境とあいまって、「自分たちにしかできない」という自信になっています。課題と

しては、携わったメンバーが農産加工部の仲間に限られたことが挙げられます。今後は、飲

食部門や農業部門においても地域の方々と携わり、自らの仕事を覚えてもらえる経験ができ

るように支援していきたいです。

作業がスムーズに行えるように、製造工程を確認し共有しています。また衛生面で

は衣服に粘着ローラーをかけ、相互チェックをしてから作業に当たるなど多くの

チェック項目をもうけています。計量や異物混入にも細心の注意を払い、梱包・出

荷まで多くの労力がかかりますが、商品になったときの達成感はひとしおです。

連携先の企業等の意見または評価

私たちはかねてより、原材料にこだわった安心安全な米粉商品の開発、製造販売に取り組んできました。お米本来の味や香り

を大切にしているからこそ、あらゆる添加物は使用せず、特に米粉パンの基本となる米粉には、こだわりをもっており、その

こだわり原料の一つであるα化米粉を、ソーシャルファームもぎたてさんに製造依頼しています。この出会いは、私たちにとっ

ても大きな成果のひとつと感じており、日々、米粉製造に取り組んでいる従業員の皆様の一生懸命な仕事ぶりを信頼し、安心

してお任せしています。今後も、安全で美味しい米粉製品をお客様に届けるためのパートナーとしてお付き合いを続けていき

たいと願っております。

様式１


